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  令和２年 第 20 回帯広市教育委員会会議録 

 

１． 令和２年 ８月 21 日 金曜日  16 時 ～ 16 時 40 分 

帯広市教育委員会会議を帯広市役所 10 階 第５Ｂ会議室に招集する。 

 

２．本日の出席者 

教 育 長       池  原 佳 一 

教 育 委 員       田  中 厚 一 

教 育 委 員       藤  澤 郁 美 

教 育 委 員       佐々木 しゅり 

教 育 委 員       塩野谷 和 男 

 

３．本日の議事日程  

日 程 第 1  会議録署名委員の指名について 

日 程 第 2  その他（1）  今後の事業予定について 

  その他（2）  寄附受納について 

    その他 

日 程 第 3  議案第 53 号  令和２年度帯広市一般会計補正予算(第7号)について【非公開】 
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池原教育長  ただ今から、令和２年第 20 回帯広市教育委員会会議を開会いたし

ます。 

  出席委員は全員であります。 

  会議は成立しております。ここで諸般の報告をいたします。 

  （桑嶋企画総務課総務係長 報告） 

池原教育長  日程第１、会議録署名委員の指名を行います。 

  会議録署名委員は藤澤委員及び塩野谷委員を指名いたします。 

  日程第２、その他に入ります。その他（１）今後の事業予定につ

いてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

石津 課長  生涯学習部に関する主な事業予定につきましてご説明させていた

だきます。１ページをご覧ください。生涯学習文化課では「よった

り寄ったり競演会、東と西の落語」を市民文化ホール小ホールにお

いて９月 26 日に予定しております。次に図書館では「むかし語りと

三絃のしらべ」を図書館多目的視聴覚室において９月６日に予定し

ております。次に３ページ、児童会館では８月にクラブ員を募集し

て、理科クラブを９月 26日から年 10回の日程で予定しております。

次に４ページ、百年記念館では収蔵美術作品展「現代書展、書は何

を見つめてきたか」を９月 20 日から 10 月 11 日まで予定しておりま

す。次に５ページ、動物園では秋田市大森山動物園の飼育技術者、

柴田典弘氏を招き、特別講演会「動物の幸せを追求して」を９月５

日に予定しております。最後に６ページ、スポーツ課ではスピード

スケートのほっとドリームプロジェクト、スケートキングダム兼指

導者講習会をよつ葉アリーナ十勝において、９月 26 日に予定してお

ります。以上です。 

池原教育長  これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 

池原教育長  別になければ、質疑を終結し、本件を終了します。 

  その他（２）寄附受納についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求ます。 

服部 室長  学校教育部の寄附についてご報告いたします。議案書７ページか

らでございます。企画総務課担当分として、加藤建設株式会社様よ

り愛国小学校外２校における新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、消毒用アルコール 54ℓ を、北海道道路整備株式会社様より啓

西小学校及び明和小学校の児童へ防犯・安全の啓発を行うため、２

校分の安全啓発標識を、帯広市立明和小学校開校 30 周年記念事業協

賛会様より、明和小学校の教育環境の充実を図るため、児童用テン

トなど掲載している物品のご寄附をいただいております。次に学校

地域連携課担当分として、地域ぐるみで子どもを応援する活動の推

進のため、市外在住の方より 15 件、22 万 1 千円をご寄附いただい
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ております。最後に学校教育課担当分として、学校教育の振興のた

めの奨学事業や教育の研究に役立てるため、市外在住の方より９件

17 万 4 千円をご寄附いただいております。学校教育部からは以上で

す。 

石津 課長  続きまして、生涯学習部に関する寄附についてご報告いたします。

９ページからでございます。生涯学習文化課では風土に根ざした文

化の振興のためとして、市外在住者より現金７件、計 11 万 9 千円の

ご寄附をいただいております。また、物品１件は株式会社オカモト

様より、とかちプラザの整備推進及び利用者の利便性向上のためと

して椅子、テーブル、仕切りをいただいております。次に図書館で

は図書館の図書購入のためとして、市内在住者より現金１件、計 3

万円をご寄附いただいております。次に百年記念館では物品１件を

市内の○○○○様より文化の保存振興に役立てていくためとして、

書道作品 10 点をいただいております。次に動物園では動物展示施設

等の整備及び動物の購入のためとして、市外在住者より現金８件、

計 20万 4千円をご寄附いただいております。最後にスポーツ課では、

スポーツの振興のためとして、市外在住者より現金４件、6 万 6 千

円をご寄附いただいております。生涯学習部からは以上です。 

池原教育長  これから質疑に入ります。 

藤澤 委員  加藤建設株式会社から消毒用アルコールをご寄附いただいており

ますが、愛国小学校、川西小学校、川西中学校に限定しているのは、

会社の近隣の学校だからということなのでしょうか。 

服部 室長  今回の寄附におきましては、近隣の土木工事の受注に関しまして、

その地域で工事をしてアルコール等を使用したということで、それ

に関連して、地域の学校にご寄附いただいたということです。 

藤澤 委員  ありがとうございます。 

田中 委員  物品の寄附について考え方をお聞きしたいと思います。今回、百

年記念館に書道作品の寄附をいただいたということで、そのこと自

体はありがたいことだと思うのですが、百年記念館にしても図書館

にしても、収蔵場所には限度がありますので、何か基準を決めて寄

附をいただいたりしているのでしょうか。 

石津 課長  百年記念館に話を聞いておりませんので、はっきりしたことをお

答えできませんが、基本、郷土に関係ある方の価値のあるものとい

うことで取り扱いさせていただいております。田中委員のお話のと

おり、どうしても限られた場所ですから、ご寄附いただく中でも趣

旨などをお聞きして、保存可能ということでお受けします。 

田中 委員  わかりました。ただ、何らかの基準とまではいかないまでも、方

向性、考え方は持たれた方がいいように思いました。 

井上 部長  美術品等の収蔵方針に関しては、今、手元にないのですが、一応

方針は持ってございます。ご寄贈いただく方には、失礼な言い方か
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もしれませんが、美術的価値があるか、ないかというのは判断基準

になりますので、収蔵品としてどういう価値があるかなどの方針は

持ち合わせております。 

田中 委員  ありがとうございます。 

池原教育長  他になければ、質疑を終結し、本件を終了します。 

  事務局からその他説明事項はありますか。 

事 務 局  ございません。 

池原教育長  事務局から特にないようですが、各委員から他にご意見、ご質問

等あればお受けいたします。 

各 委 員  ありません。 

池原教育長  別になければ、ここで会議の進め方についてお諮りいたします。 

  日程第３の案件については、帯広市教育委員会会議規則第１６条

第１項第３号及び第５号により、非公開にしたいと存じます。 

  これにご異議ありませんか。 

各 委 員  ありません。 

池原教育長  ご異議なしと認め、そのとおり取り扱いいたします。 

  これより会議を非公開といたします。 

  日程第３、議案第 53 号、令和２年度帯広市一般会計補正予算（第

７号）についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

広瀬 部長  議案第 53 号、令和２年度帯広市一般会計補正予算（第７号）につ

いてご説明いたします。議案は本日お手元に配付しております。本

案は地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定に基

づき、議会の議決を経るべき事件の議案について、教育委員会の意

見を述べようとするものであります。４ページをご覧ください。教

育費に係わります９月補正予算額は、中段にあります補正額の欄に

あります、3,234 万 8 千円であります。補正後の予算額は 71 億 6,804

万 1 千円となるものであります。補正予算の詳細につきましては６

ページをご覧ください。まず、総務費の地域防災推進費につきまし

ては、教育施設の感染症予防・拡大防止のための衛生管理用品を購

入するものでございます。教育環境デジタル化推進費につきまして

は、国の補助事業及び地方創生臨時交付金を活用し、新型コロナウ

イルス感染症対策の取組みとして、２つの事業を計上しております。

最初に、ＧＩＧＡスクール構想に基づき、今後、整備されるＩＣＴ

機器等を用いた教育を円滑に進めることを目的に、令和３年度から

の運用に向けた事前準備等を実施するため、専門知識を有する事業

者へ業務委託をするものでございます。次にその下、学校臨時休業

の際に遠隔学習等が必要な事態を想定し、端末やインターネット環

境を保有していない家庭への貸出用として、パソコン端末及びモバ

イルＷｉ－Ｆｉルータを整備するものでございます。続きまして、
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７ページから８ページの寄附金に関してご説明いたします。寄附金

とその利子につきまして、寄附者のご意向に沿い、教育振興基金に

45 万 4 千円を、こども学校応援地域基金に 41 万 7 千円を、ふるさ

と文化基金に 22万 1千円を、図書館図書整備基金に 49 万 4 千円を、

おびひろ動物園ゆめ基金に 192 万円を、スポーツ振興基金に 13 万 6

千円を、それぞれ積み立てるものでございます。また、図書資料等

の整備のため、図書資料等整備費として 10 万円を計上しております。

説明は以上でございます。 

池原教育長  これから質疑に入ります。 

佐々木委員  ６ページのモバイルＷｉ－Ｆｉルータの貸出対象 400 世帯という

のは、以前、各家庭にネット環境についてのアンケートを取ってい

たと思いますが、その結果を踏まえて、およそ 400 世帯でネット環

境が整っていないということで、この数字になっているのでしょう

か。 

山下 室長  この 400 台の根拠ですけれども、就学援助の準要保護世帯という

のは 1,354 世帯ございまして、前回、家にインターネット環境がな

い世帯は 17.7％という数字が出ておりました。あくまでも全世帯に

対する割合ということで、国の方では就学援助世帯を想定し、こう

した補助メニューを構築しているわけですが、その 17.7％よりは若

干高いであろうと思っております。その数字自体は持ち合わせてい

ないのですが、およそ 30％と見込みまして、1,354 世帯の 30％のお

よそ 400 台ということで、最低限この台数があれば、万が一臨時休

校等になった際も、Ｗｉ－Ｆｉルータの貸し出しをもって対応でき

るということです。 

佐々木委員  ありがとうございます。 

塩野谷委員  今の質問に関連しまして、今後の臨時休業時を想定して、モバイ

ルＷｉ－Ｆｉルータをインターネット環境のない家庭へ貸し出しす

るとして、もし、臨時休業になった時にオンライン授業のような形

ができる体制なのか、先生方もこれからＧＩＧＡスクールに向けて

研修するということですけれども、その辺の兼ね合いはどうなので

しょうか。 

山下 室長  まず、ハード面ですけれど、まだ１人１台端末が７月の補正予算

で議決されまして、今後、入札手続きを取っていくわけです。まだ、

この時点で調達してございませんので、この提案内容の中に、パソ

コン端末 80 台というのも合わせてあるのですが、こちらの端末につ

いて、中学校のパソコン教室のリースをしているパソコンが丁度リ

ースアップの時期を迎えており、それを安価な価格で購入できると

いうことで、万が一、臨時休業等が起きた場合、１人１台端末が入

るまでの間、その端末を持って対応できるであろうということで確

保していきたいと思ってございます。モバイルＷｉ－Ｆｉルータに
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ついても 400 台ということですが、その中でも通信契約を結ぼうと

しているのが、現在 40 台分を想定しております。この 40 台につき

ましては、現在において、学校の臨時休業、実際コロナウイルスの

感染者が発生した場合、濃厚接触者がどういう状況によるかによっ

ても、休業措置というのは大きく変わってくるわけですが、学校自

体が臨時休業措置というよりは、学年単位、学級単位で休むという

ことが現在は一般的な動きになっております。そうしたことを踏ま

えて、まずは 40 台を確保しておけば、学年単位で閉鎖になったとし

ても、対応できるだろうということで、最低限の台数ということで

ございます。万が一、兄弟等の関係で複数の学校に休業措置が広が

った場合についても、モバイルＷｉ－Ｆｉルータ自体は確保してお

りますので、新たにに通信契約を結んだ上で対応していきたいと考

えております。それから、先生方がオンライン授業をできるのかと

いうことについては、なかなか一足飛びに授業を展開するというこ

とは難しいと考えており、まずは子こどもたちの様子をＺＯＯＭ等

で、顔を見て状況を確認するとか、そういったところから入ってい

くものと思っております。例えば、ｅライブラリーというソフトを

使いながら勉強を展開するなど、指示をする中で徐々に進めていき

たいと思っておりますので、今後の本格的なオンライン授業という

のは、来年度以降、徐々に拡大していくものと考えております。以

上です。 

塩野谷委員  もう１点お聞きします。ＧＩＧＡスクールに向けて、前回の教育

委員会会議で 1 万 2 千台を令和３年度からの運用に向けて準備、そ

れのセットアップなど、限られた人数でやるには相当な時間がかか

るのではないかと思いますが、大丈夫でしょうか。 

服部 室長  児童生徒の端末の購入でございますが、先ほどお話ししましたよ

うに議決をいただきまして、既に業者の応募を募っている状況でご

ざいます。近いうちに入札を行えると考えております。納期につき

ましては、今のお話にありましたような機器の確保であるとか、設

定を含めまして、２月末までの納期を想定しております。その納期

に間に合うように納品できる旨、応募される法人等から話を伺って

いるところでございます。それに向けて、現在、業者の選定作業に

入っているところでございます。以上です。 

塩野谷委員  わかりました。 

田中 委員  現状についてお伺いしたいと思います。１つは遠隔授業の話が出

ており、すぐに対応はできないというお話で、そのとおりだろうと

思います。ただ、秋から冬にかけてかなり厳しい状況が想定される

気がいたします。その際にＺＯＯＭなり、ソフトの使い方をある程

度先生に知らしめておいた方がいいのではないかと思います。誰で

もある程度の使い方ができるように、つまり研修をしておいた方が
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いいというお願いが１点と、マスクの件について、マスク、消毒薬、

液体石鹸、使い捨て手袋等とありますが、児童生徒には配布はして

いないとすれば、なかなか強制しづらい時期があったのではないか

と思います。その際の対応はどうされていたのかお聞きしたいと思

います。もう 1 つ、マスク自体にアレルギーを持っている子たちが

いるようです。その際に差別感を子どもたちに持たせないように、

しっかりとした教育をしないと、いろいろ問題が起きると思いまし

た。私のところにも、マスクを一日していたら顔が赤く腫れあがる

という学生がおりました。例えば、フェイスガードに変えるなど、

いろいろなやり方があると思いますが、その辺の対応はどうなって

いるのかお伺いしたいと思います。それから、マスクの着用を忘れ

た子どもたちに対応するために、恐らく小中学校ではマスクを備蓄

していると思いますが、小中学校のマスクの備蓄量は確認できてい

るのか教えていただければと思います。 

村松 参事  私の方から、オンライン関係の準備の部分のご質問についてお答

えいたします。今、オンライン授業や会議のソフトがＺＯＯＭだけ

ではなく、様々なソフトがあるわけですけれども、帯広市では学校

間でＺＯＯＭを使っている状況です。研修につきましては、学校の

先生たちは十勝教育局でも研修を一時期行いまして、そこにはほぼ

すべての学校からＺＯＯＭの研修で担当が１人来ております。それ

以外にも、管理職に対して、私どもも８月の校長会議、教頭会議で

はＺＯＯＭで行うような手筈を取っており、管理職の方もそれには

ずいぶん慣れてきているという状況でございます。学校の中で管理

職がしっかりできていると、先生方も学校の中での研修ができるだ

ろうと思います。ただ、子どもたちがそれに慣れていないと実際に

遠隔はなかなかできないということもありますので、２学期以降で

機会があった場合には、子どもたちに対しても、ソフトの使い方な

ども教えていかなければならないと、現在、学校と話をしていると

ころです。 

服部 室長  今回の衛生管理用品について、まず、マスクの備蓄の話でござい

ますけれども、確かに私どもも学校再開の際に、各家庭に布マスク

等を求めた経過がございます。しかしながら、今現在、地域の寄附

による布マスクの備蓄であるとか、９月補正で衛生用品の購入補正

をさせていただきますけども、６月にも 900 万円程度補正してござ

いまして、その中で教職員用含めまして、マスクを５万枚程度発注

しており、教育委員会で確保している部分もございます。また、寄

附もかなりの数をいただいておりまして、定期的に教職員用、ある

いは児童生徒用というわけではありませんが、各学校に配布してい

る部分がございます。今、各学校にどのくらい備蓄があるかについ

ては、細かく調査しておりませんけれど、各学校からマスクがない
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ので欲しいという話は、今現在はない状況でございます。また、ア

レルギーの話につきましては、マスクというよりも、何の材料でマ

スクを作っているかということかと思いますけれど、不織布である

とか、石油製品で作られたマスクでかぶれるというお話を報道等で

見させていただいております。そういった不織布のマスク、あるい

は布製のマスクであるとか、最近は通気性のいいウレタンのマスク

であるとか、様々なマスクが出ておりますし、最近では運動の際に

はマスクを外して構わないというような指導もありますので、マス

クによって重篤な被害であるとか、皮膚の炎症であるとか、極端な

お話は現在、伺っておりません。以上です。 

田中 委員  わかりました。アレルギーではない場合でも、熱中症や暑いとい

うケースも出てくるだろうと思います。確かにマスクは最後の命綱

みたいな状況であることは確かだと思いますが、ある程度、臨機応

変に対応しなければいけないと思いますので、硬直的な対応を避け

るように、学校にはお話ししていただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

西田 課長  文部科学省からも学校の新しい生活様式ということで示されてい

るものがあります。８月６日にバージョン３が改定されて、マスク

の着用についての変更がありました。その中では身体的距離が充分

に取れない時はマスクを着用すべきということで、常時マスクを着

けなさいという指導から、若干ニュアンスが変わっているところが

ありました。今、お話があったように、充分な距離が取れる場合に

は熱中症のリスクも考えられますので、適宜外すようにという指導

も学校では行っております。 

藤澤 委員  要望ですけれども、遠隔学習を始めるにあたって、かなり時間を

要すると思います。村松参事がおっしゃったように、先生方もいろ

いろと勉強なされて、子どもたちにも教えるということですけれど、

インターネット環境がない家庭においては、保護者の方にも十分に

理解していただいて、実際に使っていく上で、子どもだけではわか

らない面もあると思いますから、前もって早い段階に情報を提供し

てあげられたらいいと思います。 

塩野谷委員  参考までにお伺いします。消毒薬はアルコールや次亜塩素酸とか

いろいろありますけれど、どのようなものを使用していますか。 

服部 室長  私どもが衛生管理用品として、購入しているアルコールにつきま

しては、１つは手指用のアルコールがございます。今回９月補正の

中では、備品等を消毒するための業務用の消毒液もございます。あ

と次亜塩素酸ナトリウム、ハイターという消毒用の洗剤も購入する

ということで、３種類の購入部分について、今回の９月補正と前回

の６月補正の２回にわたり購入させていただいております。 

塩野谷委員  コロナウイルス向けのアルコール度数は 70％くらいですか。次亜
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塩素酸ナトリウムはノロウイルス用に使うとか、用途を教えていた

だきたいと思います。 

服部 室長  アルコールの効果といいますか、不活性化の話というのは前回の

次亜塩素酸水の話でもありましたけれども、効果があるかないかと

いう部分についてはいろいろ言われているところでございます。私

どもは手指用のアルコールということで、メーカーから直接分けて

いただいているものにつきましては、70％から 80％の濃度で効果を

発揮すると言われておりますけども、体積ベース、成分濃度で言い

ますと、ほぼ 80％に近いものを使わせていただいております。消毒

用の業務用のアルコールにつきましては、成分濃度 75％のものを使

っております。表示では重量ベースの表示になりますと 75％のもの

が 67％というような表示になっておりますけれど、効果につきまし

ては 70％から 80％ということは、体積ベース、成分濃度での 70％

から 80％と認識した上で使い分けさせていただいているところで

す。先ほど言いました漂白剤、ハイターを学校で消毒に使う部分に

つきましては、消毒用アルコールの現物が不足しがちなものですか

ら、効果的な部分として、そういった家庭用のハイターであるとか

漂白剤を使っておりまして、この部分につきましては、物量的に確

保が容易な関係がありまして、今も消毒効果もある観点から、定期

的に使っているような状況でございます。 

塩野谷委員  ありがとうございます。 

池原教育長  他になければ、質疑を終結します。 

  お諮りいたします。 

  議案第５３号、令和２年度帯広市一般会計補正予算（第７号）に

ついては、原案のとおり了承することにご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

池原教育長  ご異議なしと認め、議案第５３号は了承されました。 

  以上で本日の日程はすべて終わりました。 

  これをもちまして、令和２年第 20 回帯広市教育委員会会議を閉会

いたします。 

 

 


